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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 4月 10日 (2007.4.10)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
操 舵 状 態 を 検 出 し て 操 舵 状 態 に 応 じ た 操 舵 補 助 指 令 値 を 演 算 す る 演 算 部 と 、 操 舵 補 助 力 を
発 生 す る モ ー タ と 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 を ス ロ ー ス タ ー ト さ せ て 前 記 モ ー タ へ の 通 電 を 制 御
す る 通 電 制 御 回 路 と 、 演 算 さ れ た 操 舵 補 助 指 令 値 に 基 づ き 前 記 通 電 制 御 回 路 を 介 し て 前 記
モ ー タ を Ｐ Ｗ Ｍ 制 御 す る モ ー タ 制 御 部 と を 備 え る 電 気 式 動 力 舵 取 装 置 に お い て 、
　 前 記 Ｐ Ｗ Ｍ 制 御 の デ ュ ー テ ィ 比 が 予 め 設 定 さ れ た 値 を 越 え る 際 に 、 ス イ ッ チ ン グ 周 期 を
所 定 値 に し 、 デ ュ ー テ ィ 比 が 前 記 予 め 設 定 さ れ た 値 以 下 に な っ た 時 に 、 前 記 ス イ ッ チ ン グ
周 期 を 前 記 所 定 値 よ り 長 く す る ス イ ッ チ ン グ 周 期 調 整 手 段 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 電 気
式 動 力 舵 取 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 予 め 設 定 さ れ た 値 は 、 前 記 ス イ ッ チ ン グ 周 期 で 、 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子
を オ ン で き な く な る デ ュ ー テ ィ 比 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ の 電 気 式 動 力 舵 取 装 置
。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 長 く す る ス イ ッ チ ン グ 周 期 （ Ｔ n） は 、 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 の ス ロ ー ス タ ー ト 時 間
を Ｔ d、 当 該 ス イ ッ チ ン グ の バ ラ ツ キ を 無 く す た め の 余 裕 時 間 を Ｐ m、 デ ュ ー テ ィ 比 （ ％ ）
を Ｄ nと し た 際 に 次 式 で 表 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ の 電 気 式 動 力 舵
取 装 置 。
　 　 Ｔ n＝ （ Ｔ d＋ Ｐ m） × １ ０ ０ ／ Ｄ n
【 請 求 項 ４ 】
前 記 電 気 式 動 力 舵 取 装 置 は 、 ス テ ア リ ン グ ホ イ ー ル と 操 舵 輪 と を 連 結 す る 操 舵 伝 達 系 の 途
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中 に 前 記 電 動 モ ー タ の 駆 動 に よ り 伝 達 比 を 可 変 す る 伝 達 比 可 変 手 段 を 備 え る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ３ の い ず れ か １ の 電 気 式 動 力 舵 取 装 置 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ２ の 電 気 式 動 力 舵 取 装 置 で は 、 ス イ ッ チ ン グ 周 期 を 長 く す る か を 判 断 す る た め の
予 め 設 定 さ れ た 値 が 、 ス イ ッ チ ン グ 周 期 で は 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 を オ ン で き
な く な る デ ュ ー テ ィ 比 で あ る 。 こ の た め 、 ス イ ッ チ ン グ 周 期 で は ス イ ッ チ ン
グ 素 子 を オ ン で き な く な る デ ュ ー テ ィ 比 に お い て 、 ス イ ッ チ ン グ 周 期 を 長 く す る こ と で 、
確 実 に モ ー タ へ 通 電 し 、 不 感 帯 の 生 じ る こ と を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 第 １ 実 施 形 態 で は 、 デ ュ ー テ ィ 比 が １ ６ ％ 越 え て い る 際 に
は 、 Ｆ Ｅ Ｔ の ス イ ッ チ ン グ 周 波 数 （ Ｐ Ｗ Ｍ 制 御 の ス イ ッ チ ン グ 周 波 数 ） を
２ ０ KHz（ ス イ ッ チ ン グ 周 期 ０ ． ５ ms） で 一 定 に し 、 デ ュ ー テ ィ 比 に 応 じ て Ｆ Ｅ Ｔ の オ ン
時 間 を 調 整 す る 。 図 ８ （ Ａ ） は 、 デ ュ ー テ ィ 比 ２ ０ ％ の 際 の ス イ ッ チ ン グ を 示 し て い る 。
こ こ で は 、 ０ ． ５ ms周 期 で 、 ０ ． １ ms間 Ｆ Ｅ Ｔ を オ ン す る （ 実 際 に は 、 遅 延 回 路 分 遅 れ て
タ ー ン オ ン 、 タ ー ン オ フ す る ） 。 ま た 、 図 ８ （ Ｂ ） は 、 デ ュ ー テ ィ 比 ４ ０ ％ の 際 の ス イ ッ
チ ン グ を 示 し て い る 。 こ こ で は 、 ０ ． ５ ms周 期 で 、 ０ ． ２ ms間 Ｆ Ｅ Ｔ を オ ン す る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 周 期 制 御 １ １ ０ に よ る Ｐ Ｗ Ｍ 制 御 の ス イ ッ チ ン グ 周 期 決 定 の 処 理 に つ い て 図 ７ の フ ロ ー
チ ャ ー ト を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 ま ず 、 出 力 デ ュ ー テ ィ 比 （ Ｄ n） を 計 算 す る （ Ｓ １ ２ ） 。 こ こ で 、 小 数 点 以 下 は 四 捨 五
入 し て ％ 単 位 で 計 算 し 、 ０ ． ４ ％ は 、 ０ ％ に 、 ０ ． ５ ％ は １ ％ と す る 。 次 に 、 デ ュ ー テ ィ
比 が （ 例 え ば １ ６ ％ ） 以 下 か を 判 断 す る （ Ｓ １ ４ ） 。 こ こ で 、 デ ュ ー テ
ィ 比 が を 越 え る 場 合 に は （ Ｓ １ ４ ： Ｎ ｏ ） 、 周 期 を ０ ． ５
ms、 即 ち 、 周 波 数 を ２ ０ KHzに 一 定 と し 、 デ ュ ー テ ィ 比 に 応 じ た オ ン 時 間 、
例 え ば 、 図 ８ （ Ａ ） を 参 照 し て 上 述 し た よ う に デ ュ ー テ ィ 比 ２ ０ ％ の 際 に は オ ン 時 間 ０ ．
１ msを 、 図 ８ （ Ｂ ） を 参 照 し て 上 述 し た よ う に デ ュ ー テ ィ 比 ４ ０ ％ の 際 に は オ ン 時 間 ０ ．
２ msを 設 定 す る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 一 方 、 次 に 、 デ ュ ー テ ィ 比 が 値 （ １ ６ ％ ） 以 下 の 場 合 に は （ Ｓ １ ４ ： Ｙ
ｅ ｓ ） 、 先 ず 、 Ｐ Ｗ Ｍ 制 御 の ス イ ッ チ ン グ 周 期 Ｔ nを 計 算 す る （ Ｓ １ ６ ） 。 こ こ で 、 切 替
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デ ュ ー テ ィ を Ｚ 、 デ ュ ー テ ィ 比 を Ｄ n、 ２ ０ KHz時 の 周 期 （ ０ ． ５ ms） と し た と き 、 ス イ ッ
チ ン グ 周 期 Ｔ nは 次 式 で 求 め ら れ る 。
【 数 １ 】
　
　
　
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ こ で 、 図 ７ 中 の ス テ ッ プ Ｓ １ ４ で 、 ス イ ッ チ ン グ 周 期 を 長 く す る か を 判 断 す る た め の

値 （ 上 述 し た 例 で は １ ６ ％ ） は 、 一 定 の ス イ ッ チ ン グ 周 期
で は 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 を オ ン で き な く な る デ ュ ー テ ィ 比 が 設 定 さ れ て い る 。 即 ち 、 ス イ
ッ チ ン グ 周 期 （ ０ ． ５ ms： Ｐ Ｗ Ｍ 周 波 数 ２ ０ KHz） で は 、 １ ６ ％ の 時 に 、 オ ン 周 期 が ０ ．
５ × ０ ． １ ６ ＝ ０ ． ０ ８ （ ms)と な り 、 上 述 し た ス イ ッ チ 遅 れ 時 間 Ｔ d（ ０ ． ０ ３ ms） 、 マ
ー ジ ン （ 余 裕 ） 時 間 Ｐ m（ ０ ． ０ ５ ms） を 加 え た 時 間 と 等 し く な り 、 こ れ よ り も 短 い と 確
実 に Ｆ Ｅ Ｔ を オ ン す る こ と が で き な く な る 。 こ の た め 、 一 定 の ス イ ッ チ ン グ 周 期 で は ス イ
ッ チ ン グ 素 子 を オ ン で き な く な る デ ュ ー テ ィ 比 以 下 に お い て 、 ス イ ッ チ ン グ 周 期 を 長 く す
る こ と で 、 確 実 に モ ー タ へ 通 電 し 、 不 感 帯 の 生 じ る こ と を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 第 １ 実 施 形 態 で は 、 Ｐ Ｗ Ｍ 制 御 の デ ュ ー テ ィ 比 が 予 め 設 定 さ れ た 値 を 越 え る 際 に 、 ス イ
ッ チ ン グ 周 期 を 一 定 に し 、 デ ュ ー テ ィ 比 が 予 め 設 定 さ れ た 値 以 下 に な っ た 時
に 、 ス イ ッ チ ン グ 周 期 を 長 く す る 。 こ の た め 、 Ｆ Ｅ Ｔ 、 ト ラ ン ジ ス タ 等 の ス イ ッ チ ン グ 素
子 を ス ロ ー ス タ ー ト さ せ て ノ イ ズ の 発 生 を 防 ぎ な が ら 、 低 デ ュ ー テ ィ 比 で も ス イ ッ チ ン グ
周 期 を 長 く す る こ と で 、 確 実 に モ ー タ へ 通 電 し 、 不 感 帯 の 生 じ る こ と を 防 ぐ こ と が で き る
。 こ れ に よ り 、 操 舵 時 の 応 答 遅 れ を 改 善 し 、 操 舵 感 を 向 上 さ せ る こ と が 可 能 で あ る 。
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